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この資料は韓国で留学している外国人学生を新型コロナウイルス感染症から守る
ために、「新型コロナウイルス感染症の個人防疫ルール」に基づいて多言語で翻訳
および作成されました。
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1. 基本的な防疫ルール

► �新型コロナウイルス感染症の予防および拡散防止のためには、個人個人の
防疫ルールの遵守が何よりも重要です。
- �日常生活において、以下の重要ルールのメッセージを常に念頭に置き、新型

コロナウイルス感染症の予防に取り組んでください。

重要ルールのメッセージ

[第1ルール]
いつでもどこでもマスク着

用し、こまめに手を洗う

[第2ルール]
ソーシャルディスタンスの確

保を徹底する

[第3ルール]
疑わしい症状があったり感
染が懸念されたりする場合
はすみやかにに検査を受

ける

[第4ルール]
密閉した空間や密集場所 

などへ行かない 

[第5ルール]
食事は指定された場所で黙 

って食べる
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► �在留資格や国籍に関係なく、以下の検査対象者は無料で新型コロナウイル
ス感染症の検査を受けることができ、韓国内の感染*の場合は治療費および
隔離費用も無料**ですので、感染が疑われる症状があれば直ちに検査を受
けてください。
* �海外からの流入（海外から入国後、自主隔離期間中に感染）の場合は、相互

主義原則に基づいて国ごとに「全額支援」「一部支援」「未支援」に区分され
る

** �防疫ルール違反、隔離場所変更命令の不履行など個人に帰すべき理由が
ある場合は、治療費および隔離費用が支援されない可能性あり

新型コロナウイルス感染症の無料検査対象者
 

疑似症患者
感染患者と接触したのち、14日以内に新型コロナウイルス感染
症の臨床症状が現れた者

調査対象： 
有症状者

① �医師の所見に基づく新型コロナウイルス感染症の臨床症状に
より、新型コロナウイルス感染症が疑われる者

�②� �海外渡航歴があり、帰国後14日以内に新型コロナウイルス感
染症の臨床症状が現れた者

③ �新型コロナウイルス感染症の韓国内のクラスター発生との疫
学的関連性があり、診断検査が必要と認められた者　

主な臨床症状：発熱（37.5℃以上）、咳、呼吸困難、悪寒、筋肉痛、頭痛、喉の痛み、嗅
覚・味覚障害または肺炎など
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1. 基本的な防疫ルール

※ ��ソーシャルディスタンスの確保のレベル、疫学的関連性、症状の有無、地域に
関係なく無料で新型コロナウイルス感染症の診断検査ができます（別途お知
らせするまで、外国人も可能）。無料検査できる選別診療所の位置はコール
センター（☎ 、☎市外局番+120）または管轄の保健所にお問い合わせ
ください。▶修正根拠：中央防疫対策本部-7055（2021.4.8）号 

以下に該当する場合は、積極的な検査を勧告 
（調査対象有症状者1として届け出）

① �家族（同居人）または同一施設の生活者に新型コロナウイルス感染症の臨床症
状が現れた場合 

② �海外から入国して14日以内の家族（同居人）、友人、知人と接触した場合

③ �地域社会の流行様相を考慮し、感染者が発生した機関または場所への訪問履
歴がある場合

④ 応急選別検査または迅速抗原検査の結果が陽性の場合
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2. 登校授業の際 

► �(登校前) 登校の前に家庭で健康状態を確認し、感染が疑われる症状を認知
した場合、登校せずに指導教授や学校内の感染病対応部署、国際担当の職
員などに連絡します。
- �近くの選別診療所または臨時選別検査所を訪問して診療・検査を行うこと
※ ��新型コロナウイルス感染症の臨床症状が見つかった場合は、選別診療

所を訪問する前にコールセンター（☎1339、☎市外局番+120）または管
轄の保健所にお問い合わせの上、訪問してください。なお、訪問の際は必
ず保健用マスクを着用し、公共交通機関の利用を控えてください。

- �検査結果が陰性であっても症状がある間は自宅で十分に休息を取りなが
ら経過を観察すること

- �新型コロナウイルス感染症の臨床症状が改善した場合、指導教授や学校内
の感染病対応部署、国際担当の職員に報告した上で登校すること
※ �38℃以上の発熱が続いたり症状がひどくなったりする場合、選別診療所

を再訪問してください。

次の場合は登校停止

① �保健当局から自主隔離の通知を受けた場合、登校を中断し自宅での2週間の自
主隔離を遵守する

② �同居人のうち自主隔離者がいる場合、同居人が隔離解除されるまで登校停止と
なる

※ �ただし、同居人が隔離通知を受けてすぐに別の施設で隔離に入ったことによ
り本人との接触がなかった場合は登校可能

③ �本人または同居人に疑いのある症状があって診断検査を実施した場合、検査結
果が出るまで登校停止となる

► �(登校時) 学校内では常にマスクを着用し、講義室でも離れて座るなどして人
との距離を確保します。
- �食事を伴う集まり（留学生会、サークルなど）はなるべく控え、授業が終わっ

た後は校内に留まらず、速やかに帰宅すること
► �(登校後) 発熱、呼吸器症状などの症状が発生した場合は、直ちに指導教授

や学校内の感染病対応部署、国際担当の職員に連絡します。
- �近くの選別診療所を訪問して診療・検査し、検査結果が出れば直ちに指導

教授または国際担当の職員に連絡すること

登
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3. 日常生活の際

 寮の場合

▪�寮内では常に手洗い、手指消毒などを通じて個人衛生を徹底し、新型コロナウイルス
感染症の予防に努めてください。

▪�寮内で必要な場合を除き、棟間、階間、号室間の移動は控え、特に部屋で一緒に飲食す
る行為はおやめください。

▪�2人以上で1つの部屋を使用する場合は部屋での会話を控え、会話の際はマスク着用
し距離を取るようにします。

▪�部屋を出たら常にマスクを着用し、共用スペース（調理室、洗濯室、トイレ）は混雑しな
いように利用時間を分散し、滞在時間を最小化します。

- �共用スペースでは、食事・会話・電話など飛沫が発生するおそれのある行為はなるべ
く控えること

- �寮内で調理が可能な場合、調理の際は必ずマスクを着用し、食事は個室または仕切
りが設置された食堂で実施すること

▪�自然換気が可能な場合は常時窓を開けておき、換気が難しい場合は毎日3回以上定期
的に換気をおこなってください。

▪�発熱など感染が疑われる症状がある場合は、直ちに寮の管理者に知らせ、管理者の指
示に従ってください。

※ �寮の管理者は、感染が疑われる患者が発生した場合、保健用マスクを着用させたう
えで別途設けられた独立空間に泊まらせた後、コールセンター（☎ 、☎市外
局番+120）や保健所に連絡してください。
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 学校外で共同生活する場合 

▪�外出後は常に手を洗うなど個人衛生を徹底し新型コロナウイルス感染症の予防に努
めてください。

▪�本人または同居人が発熱、呼吸器症状などの疑われる症状がある場合は、部屋の中で
もマスクを着用し、会話を控えてください。
- �疑わしい症状が発生した場合は直ちに最寄りの選別診療所を訪問して診療・検査を

行うこと
▪�一緒に調理して食べる場合、調理の際は必ずマスクを着用し、食事は離れてとり、食べ

物は取り皿に分け、食事中は会話を控えるなどして、飛沫による感染可能性を最小化
してください。

▪�自然換気が可能な場合は常時窓を開け、 
換気が難しい場合は毎日3回以上定期的な 
換気を行ってください。

 �サークル活動や宗教活動など小規模な集まりの場合

▪�オンラインなどの非対面・非接触イベントを積極的に活用し、発熱や呼吸器症状（咳、
喉の痛みなど）がある場合は利用を控えてください。

▪�口と鼻を覆って常にマスクを着用し、出入り時に症状の有無（発熱、呼吸器症状など）
の確認および名簿（電子または手記）の記録管理（4週間保管して廃棄）などの防疫に
協力してください。

▪�座席の間隔など他の人との距離を2m（最低1m）以上確保します。
▪�合唱など歌を歌ったり（聖歌隊、合唱団など）、大声で話したり祈ったりするなど、唾液

が多く発生する行為はしないでください。
▪�食堂以外の場所での飲食は厳しく制限し、共用品（タオル、コップなど）の使用を制限す

るとともに個人専用のものを使用してください。
▪�接触・対面の集まりや行事（訓練、キャンプ、 宗教団体の小規模集会など）は控え、やむ

を得ない場合は防疫ルールの遵守をを徹底してください。

日
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活
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4. パートタイムで働く場合

 留学生の時間制就業に関する規定

▪�留学生の営利・就業活動は原則的に禁止されており、事前に時間制就業許可を取った
場合に限り許容されます。
- �通常、学生が行うアルバイトレベルの時間制就業（単純労務など）活動に限って許容

し、事業者登録上の製造業および建設業、E1~E7専門分野およびE-9、E-10分野は許
可が制限される
※ �専門分野（E1~E7）の場合は要件を満たせば在留資格外の活動を許可し、製造業

の場合は韓国語能力TOPIK4級（KIIP4段階履修）を所持している場合に限り、許容
されます。

▪�標準勤労契約書、事業者登録証、大学担当者による時間制就業確認書などの関連書
類を用意したうえで出入国事務所に申請します。

許可の手続き

雇用契約書の作成

雇用当事者間での雇用契約
（標準勤労契約書、時給記載）

時間制就業確認書の作成

大学の留学生担当者が作成

申し込み

添付書類、オンラインまたは訪問して申し込む

許可・不許

許可シールの貼付またはオンライン許可書の出力
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▪ �一定レベルの韓国語能力を有し、本来の留学目的に専念し、大学の留学生担当者の
確認を得た者に限って許容されます。
- �（学位課程留学生、D-2）　申請日直前学期の平均成績がC単位（2.0）以上であ

り、TOPIK3~4級（KIIP3~4段階履修）*以上の資格証所持者
* 時間制就業許可のための韓国語能力要件

- �専門学士および学士1~2年生：TOPIK3級（KIIP3段階履修）以上所持
- �学士3~4年生および修士・博士：TOPIK4級（KIIP4段階履修）以上所持
- �英語トラック課程の場合は、学年に関係なくTOEFL530相当の語学能力所持

- �（語学研修課程、D-4） 出席率が全体の履修学期の平均90%以上であり、TOPIK2級
（KIIP3段階履修）以上の資格証の所持者

▪�課程別に許可された時間内でのみ時間制就業が可能です。
※ �韓国語、英語能力を備えていない場合、教育国際化力量認証大学に在学中かどう

かに関わらず、原則的に許容時間規定の1/2の範囲内でのみ許容します。
- �（語学研修課程） 1週あたり20時間以内（認証大学は、1週あたり25時間以内）

※ �学期中は祝日（土曜日を含む）と休みを含めて1週あたり20時間以内。また、入国後
6ヶ月経過したのち、時間制就業が可能です。
- �（学部課程）1週あたり20時間以内（認証大学は、1週あたり25時間以内）

※ �学期中の祝日（土曜日を含む）および夏休み・冬休み期間中は制限なし（1週あたり
許容時間の算定から除かれる）
- �（修士・博士課程）1週あたり25時間以内（認証大学は、1週あたり30時間以内）

▪�許可を得ずに就業したり、許可を得ていても許可条件に違反したりした場合、「出入国
管理法」に基づき強制退去、または時間制就業許可の制限などの措置がなされます。
※ �建設業分野の場合、摘発回数と関係なく摘発された場合は例外なく出国命令の対

象者となります。
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4. パートタイムで働く場合

 時間制就業時の防疫ルール

▪�発熱または呼吸器症状（咳、喉の痛みなど）が発生した場合、出勤を控え、勤務中に発
熱、咳などが現れれば直ちにオーナーに知らせ、マスクを着用して帰宅します。
- �帰宅後は健康状態を確認し、疑わしい症状が続く場合、近くの選別診療所を訪問して

診療・検査を行い、検査事実について指導教授や学校内の感染病対応部署、国際担
当の職員に連絡すること
※ �新型コロナウイルス感染症の臨床症状が見つかった場合は、選別診療所を訪問す

る前にコールセンター（☎ 、☎市外局番+120）または管轄の保健所にお問
い合わせの上、訪問してください。なお、訪問の際は必ず保健用マスクを着用し、公
共交通機関の利用を控えてください。

▪�常にマスクを着用し、他の人と2m（最低1m）以上距離を置くこと。また、定期的に手洗
い•手指消毒などをおこなってください。

▪�K咳やくしゃみをするときはティッシュペーパー、服の袖で口と鼻を覆ってください。

▪�唾液が飛び散る行為（大声での会話、不要な会話、通話）や身体接触（握手、抱擁な
ど）を控えてください。

▪�共用品ではなく、個人のティーカップなど個人専用のものを使用し、個人の作業服など
は衛生管理を徹底し、他人との共有を禁じます。

▪�頻繁に使用する事務機器（電話、ヘッドセット、マイクなど）には使い捨てカバーの使用
または定期的な消毒を行ってください。

▪�構内食堂を利用する際にはなるべく一列またはジグザグに座り、取り分けて食べるた
めの共用のトング・皿・スプーンなどを使用してください。

▪�休憩室などは複数人で利用せず、室内喫煙室の利用は避けて、できるだけ屋外喫煙室
を利用してください。

▪�自然換気が可能な場合は常時窓を開け、エアコンの使用などにより常時窓を開けてお
くことが難しい場合は、2時間に1回以上換気を行ってください。

▪�小規模な集まり、サークル活動、会食などは控えて、退勤後は速やかに帰宅してくださ
い。
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参考：選別診療所の位置に関するお問い合わせ、 
通訳が必要な場合の連絡先

► �最寄りの選別診療所の場所については疾病管理庁コールセンター（ ）に、通訳が
必要な場合は法務部外国人総合案内センター（1345）、観光案内センター（1330）、 雇
用労働部外国人力相談センター（1577-0071）にお問い合わせください。 

電話番号 運営時間 相談および通訳対応言語

疾病管理庁コールセ
ンター

24時間 法務部外国人総合案内センター（1345）
と連携

1345
法務部

外国人総合案内 
センター

24時間 英語、中国語

09:00~18:00

日本語、ベトナム語、タイ語、インドネシア
語、ロシア語、モンゴル語、ベンガル語、ウ
ルドゥー語（パキスタン）、ネパール語、クメ
ール語（カンボジア）、ミャンマー語、フラン
ス語、ドイツ語、スペイン語、フィリピン語、
アラビア語、シンハラ語（スリランカ）

1330
韓国観光公社

観光案内センター

24時間 英語、中国語、日本語

09:00~18:00 ベトナム語、タイ語、マレー・ 
インドネシア語、ロシア語

1577-0071
雇用労働部

外国人力相談センター
09:00~18:00

ベトナム語、フィリピン語（英語）、 
タイ語（ラオス語）、モンゴル語、インドネシ
ア語（東ティモール語）、シンハラ語（スリ
ランカ）、中国語、ウズベク語（ウズベキス
タン）、キルギス語、ウルドゥー語（パキス
タン）、クメール語（カンボジア）、ネパール
語、ミャンマー語、ベンガル語
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ー

ト
タ

イ
ム

で
 

働
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参考 1 感染症予防行動の心得

疾病管理本部（KCDC）

石けんをつけて30 
秒以上かけて丁寧に

咳をする時は服の袖
で口と鼻を覆う！

[正しい手洗いの6段階]

[正しい咳のエチケット]

手のひら

ティッシュペーパー
やハンカチは必須 服の袖で覆う 咳をした後は石け

んで手を洗う

手の甲

両手を合わせて 親指 爪の中

指と指の間

正しい手洗いと咳のエチケットで、 
多くの感染症を予防できます。

発行日 2019.11.5
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参
考

参考 2 新型コロナウイルス感染症予防行動の心得 

疾病管理庁

新型コロナウイルスとインフル新型コロナウイルスとインフル
エンザが同時に流行したときエンザが同時に流行したとき 呼吸器感染の疑 
いがある患者の行動ルール

一般ルール

家庭内での注意事項

医療機関を訪問する際の注意事項

抗インフルエンザウイルス薬服用者の注意事項

•	 屋内施設、人が密集している屋外では必ずマスクを着用する
•	 流水と石けんで30秒以上丁寧かつこまめに手を洗う
•	 不要不急の外出を自粛し、やむを得ない外出（病院訪問など）時には必ずマスクを着用する
•	 他人との接触を最小化し、不特定多数が利用する公共施設には行かない

•	 独立した空間で生活し、家族または同居人との距離を確保（2m）
	 ※ 特にハイリスクグループ（乳幼児、高齢者、慢性疾患者など）との接触を避ける

•	 個人用品（個人用タオル、食器類、携帯電話など）は共同使用しない

•	 頻繁に接触する表面を毎日掃除•消毒する

•	 発熱または呼吸器症状などが発生した場合、選別診療所、呼吸器専門クリニック、最寄りの
医療機関で診療または検査を受ける

•	 医療機関を訪問する場合は、まず電話で症状を知らせてから事前予約をする

•	 選別診療所、呼吸器専門クリニックまたは医療機関を訪問する際はなるべく自己の車両を利
用し、必ずマスクを着用する

•	 抗ウイルス薬を服用するときは発熱などの臨床症状を確認する

•	 抗ウイルス薬服用後に熱が下がり、そのあと24時間症状がなければ登園、登校、出勤する

•	 薬剤を服用してから24時間以降も発熱や呼吸器症状が続く場合は、検査依頼書を持参して選
別診療所で検査を受ける
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疾病管理本部（KCDC）

参考 3 自主隔離者の生活ルール

自主隔離者の生活ルール
感染拡大防止のため外出禁止

※ 自主隔離対象者は、『感染症の予防及び管理に関する法律*』に基づき、 
感染拡大防止のための隔離措置にご協力をお願いします。

* 第80条（罰則）に基づき、300万ウォン以下の罰金刑が科されることがあります。

独立した空間で一人で生活する
ㆍㆍ部屋のドアは閉じたまま窓を開けて頻繁に換気を行う

ㆍㆍ食事は一人でする
ㆍㆍできるだけ一人で使えるトイレと洗面台のある空間を使用する 

（共用で使用する場合は、使用後塩素系漂白剤など家庭用消毒剤で消毒する）

家族または同居人と会話などの接触をしない
ㆍㆍやむを得ない場合、顔を向かい合わさずにマスクをつけたまま互いに2m以上離れる

個人専用のもの（個人用タオル、食器類、携帯電話など）を使用する
ㆍㆍ衣服及び寝具類は単独で洗濯する

ㆍㆍ食器類などは別々に分け、きれいに洗うまで他の人の使用を禁止する

健康のためのルールを守る
ㆍㆍ手洗いや手指消毒など個人衛生を徹底的に守る
ㆍㆍ咳が出る場合は必ずマスクを着用する

ㆍㆍマスクがない場合は服の袖で口と鼻を覆って咳をする。 
また、咳をした後は手を洗ったり手を消毒したりする

診療などやむを得ない外出が必要な場合、 
必ず事前に管轄の保健所（担当公務員）に連絡する

自然治癒期間中は、管轄の保健所（担当公務員） 
から電話で症状などを確認する予定です。隔離解除日まで本人の発熱、

症状などをモニタリングして記録してください。

 毎日、朝と夜に体温を測定する
 管轄の保健所（担当公務員）から1日2回以上連絡が来たら体温と症状を知らせる

 発熱（37.5℃以上） 倦怠感    喉の痛み    
 呼吸器症状（咳、呼吸困難など） 肺炎

症状のモニタリング方法

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の主な症状
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参考 4 自主隔離対象者の生活ルール

疾病管理本部（KCDC）

自主隔離対象者の生活ルール

独立した空間で一人で生活する
ㆍㆍ部屋のドアは閉じたまま窓を開けて頻繁に換気を行う

ㆍㆍ食事は一人でする
ㆍㆍできるだけ一人で使えるトイレと洗面台のある空間を使用する 

（共用で使用する場合は、使用後塩素系漂白剤など家庭用消毒剤で消毒する）

感染拡大防止のため隔離場所以外への外出禁止
※ 自主隔離対象者は、『感染症の予防及び管理に関する法律*』に基づき、 

感染拡大防止のための隔離措置にご協力をお願いします。
* 第80条（罰則）に基づき、300万ウォン以下の罰金刑が科されることがあります。

家族または同居人と会話などの接触をしない
ㆍㆍやむを得ない場合、顔を向かい合わさずにマスクをつけたまま互いに2m以上離れる

個人専用のもの（個人用タオル、食器類、携帯電話など）を使用する
ㆍㆍ衣服及び寝具類は単独で洗濯する

ㆍㆍ食器類などは別々に分け、きれいに洗うまで他の人の使用を禁止する

健康のためのルールを守る
ㆍㆍ手洗いや手指消毒など個人衛生を徹底的に守る
ㆍㆍ咳が出る場合は必ずマスクを着用する

ㆍㆍマスクがない場合は服の袖で口と鼻を覆って咳をする。 
また、咳をした後は手を洗ったり手を消毒する

診療などやむを得ない外出が必要な場合、 
必ず事前に管轄の保健所（担当公務員）に連絡する

能動監視期間中は、管轄の保健所から電話で症状などを確認する予定です。
新型コロナウイルス感染症患者と接触があった場合、接触後14日が経過する日まで、 

セルフモニタリングをお願いします。

 呼吸器症状など感染の症状が現れているか自ら健康状態を確認する
 毎日、朝と夜に体温を測定する

 保健所から1日1回以上連絡が来たら、感染の症状を知らせる

 発熱（37.5℃以上） 倦怠感    
 呼吸器症状（咳、喉の痛みなど） 肺炎

セルフモニタリング方法

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の主な症状

参
考
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